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研究の背景と報告の目的 
  本報告の目的は，パラサイトシングル仮説の検証を通して，若年の未婚成人子の居
住形態の規定要因を検討することである．山田（1999）のパラサイトシングル論以
降，若年者の居住歴は社会的にも学術的にも大きな関心を集めてきた．事実，政府公
表集計を用いた親との同居に関する静態的分析（西 2015; 山田 1999），NFRJ や世
帯動態調査を用いた初離家に関する動態的分析（Fukuda 2009; 鈴木 2007）を通して
多くの実態が解明されている。その一方で，出身階層や本人の社会経済的地位の効果
は，日本では十分に検証されておらず（鈴木 2011），課題が残っているといえよ
う． 
  以上をふまえて，本報告では，居住形態への，(1) 出身階層の効果，(2) 本人所得の
効果ならびに，(3) これら経済的資源と出身居住地の関連という 3 つの問いを検討し
ていく． 
 
方法 
  本研究では，「日本版総合的社会調査（JGSS）」の 2000 年から 2010 年までの累
積データを用いた．JGSS は，居住形態の情報に加え，本人ならびに出自家族に関す
る社会経済的属性に関する情報が豊富に含まれている．分析対象は，20 歳から 39 歳
の未婚者．両親とも亡くなっている者は，サンプルから除外している．従属変数とな
る親との同/別居ダミーは，調査時点の世帯情報をもとに操作化した．キー変数は，15 
歳時の世帯の収入レベルである．分析には二項ロジスティック回帰分析を用いた． 
 
結果 
 大会報告に先立ち，離家に関わる社会人口学属性を統制し，予備的な分析をおこな
ったところ，以下の結果が得られた．第 1 に，親資源の影響は，男性にのみ関連が示
された．第 2 に，本人所得の影響は，男女共に関連がみられた．とりわけ女性におい
て強い関連がみられた．また，従来の研究において指摘されていたきょうだい数の効
果は，本人所得を統制すると，女性において関連がみられなくなった．第 3 に，親資
源の影響は，出身地によって影響の向きならびに関連の強さが大きくことなることが
予想されるため，15 歳時居住地（都市 or 地方）との交互作用を検討したところ，男
女ともに，都市出身者については親資源は離家にたいして負の効果を，地方出身者に
ついては親資源は正の効果を示していた．大会当日は，以上の結果をふまえて，より
詳細な分析をおこない，その含意について議論する予定である． 
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Coef. (SE) Coef. (SE) Coef. (SE) Coef. (SE) Coef. (SE) Coef. (SE)

.033 (.012) ** .057 (.014) *** -.007 (.014) .012 (.016) -.008 (.014) .011 (.016)

1人 -.245 (.275) -.197 (.280) -.176 (.279) -.028 (.287) -.186 (.279) -.026 (.287)

3人 .302 (.136) * .212 (.163) .326 (.139) * .244 (.169) .331 (.139) * .242 (.169)

4人以上 .377 (.239) .449 (.300) .489 (.243) * .542 (.308) † .487 (.244) * .541 (.309) †

-.338 (.129) ** -.812 (.159) *** -.453 (.134) *** -.882 (.165) *** -.333 (.179) † -.899 (.222) ***

高等教育 .768 (.134) *** .848 (.163) *** .703 (.138) *** .699 (.169) *** .705 (.138) *** .699 (.169) ***

高等教育 .345 (.155) * .246 (.179) .402 (.159) * .115 (.186) .394 (.159) * .118 (.186)

無回答 .455 (.177) * -.010 (.251) .505 (.181) ** .107 (.261) .510 (.181) ** .106 (.261)

平均より豊か .385 (.158) * .285 (.190) .372 (.161) * .173 (.196) .641 (.220) ** .190 (.253)

平均より貧しい .112 (.154) .412 (.182) * .124 (.157) .345 (.189) † .123 (.193) .313 (.222)

-.024 (.018) -.046 (.021) * -.012 (.018) -.026 (.022) -.011 (.018) -.025 (.022)

なし -.215 (.225) -.297 (.264) -.214 (.226) -.303 (.265)

150万円以下 -.263 (.249) -.952 (.289) ** -.271 (.249) -.955 (.289) ***

150-250万円 -.028 (.248) -.378 (.249) -.032 (.248) -.382 (.250)

350-450万円 .612 (.216) ** .769 (.270) ** .626 (.216) ** .768 (.271) **

450万円以上 1.129 (.221) *** 1.447 (.298) *** 1.144 (.221) *** 1.448 (.298) ***

無回答 -.062 (.246) -.140 (.286) -.065 (.246) -.141 (.286)

都市出身*平均より豊か -.543 (.316) † -.035 (.391)

都市出身*平均より貧しい .047 (.326) .120 (.413)

-2.808 (.362) *** -3.278 (.419) *** -1.875 (.425) *** -1.937 (.507) *** -1.903 (.428) *** -1.922 (.511) ***

N

df_m

ll

r2_p

chi2

Note: ref. = reference category．用いたデータは，JGSS-2000, 2001, 2002, 2005, 2006, 2008, 2009LCS, 2010．
† p < .10. * p < .05. ** p < .01. *** p < .001.
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表2 親との別居を従属変数としたロジスティック回帰分析
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